
WD-OD002(479)

1200 / F1200 パニックバー
面付垂直ロッド式　

取付説明書
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カバー

カバーネジ

センター
ケース
ネジ

センターケース

トップストライク

トップラッチ

ロッド

ボトムラッチ　

ラッチカバー

スリーブ
ロッドガイド

ロッドガイドネジ

ラッチカバーネジ

ラッチ
ネジ

ストライクネジ

セックスボルト

エンドキャップネジ

エンドキャップ

オンドキャップブラケット
ネジ

エンドキャップブラケット

カバープレート メカニズムケース

スペードドリル 5/8"
(木製ドア)

タップ

ドリルビット

　　必要な特別ツール
六角レンチ

#8-32,#10-24

#25,1/8",1/4",
5/16",13/32"

5/64"

サポートブラケット

ボトムストライク

サイドネジ

トップロッド

ボトムロッド

プッシュバー
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I

サイドネジ＆コネクティングネジ

エンドキャップネジ

カバーネジ
No.8-32 x 5/32"

6 個

224 / 225 ストライクネジ

106 / 215 ストライクネジ

センターケースネジ

トップ/ボトムラッチネジ

エンドキャップブラケットネジ

ロッドガイドネジ

No.1/4-20 x 
1-3/32" 4 個

No.8-32 x 7/32"
8 個

No.8-32 x 5/8"
2 個

J

F

H

No.10-24 x 
1-11/32" 6 個

No.10-24 x 
1-3/32" 6 個

No.10-12 x 
1-11/32" 6 個

No.10-24 x 25/32"
4 個

D A

E

No.10-24 x 11/16"
2 個

F
No.1/4-20 x 1-1/6"

2 個

No.10-12 x 
1-11/32" 3 個

B

No.1/4-20 x 1-1/6"
2 個

227 ストライクネジ

No.10-24 x 
1-11/32" 2 個

No.10-12 x 
1-11/32" 2 個

No.10-12 x 
1-11/32" 4 個

No.10-24 x 
1-3/32" 2 個

No.10-24 x 
1-11/32" 2個

No.10-24 x 11/16"
3 個

No.10-24 x 11/16"
7 個

No.10-12 x 
1-11/32" 7 個

L

No.1/4-20 x 5/8"
1 個 No.1/4-20 x 5/8"

1 個

C

G

C A

E

N O

BE

アプリケーション セックスボルト鋼製ドア

使用するネジ表
木製ドア

C

G

A
No.10-24 x 

1-11/32" 6 個

C

108 ストライクネジ

2



CL

CL

X

X
ドアの切り欠き

外側のシリンダーの取り付け：テンプ
レートで印をつけ：
鋼製ドア（デバイス側にみ切り欠き）
木製ドア（貫通穴）

テンプレートで
ストライクのバリ
エーションを参照

10.3mmドリル(貫通

7.9mmドリル(デバイス側）
10.3mmドリル(トリム側)　

鋼製ドア
ロッドガイド

木製ドア
2.3mmドリル
パイロット深さ 25mm

#25ドリル＋#10-24タップ
M5用ドリル＋タップ 

レバー、サムピース、ノブを使ってトリムを
操作する場合：テンプレートにマークを付け
て切り欠きます：（デバイスの側のみをカッ
トします）

ドアの準備表 
トップストライク

2.3mmドリル
パイロット深さ 25mm

#25ドリル＋#10-24タップ
M5用ドリル＋タップ 

鋼製ドア

木製ドア

鋼製ドア

木製ドア

ラッチ

センターケース - 4 穴
セックスボルト又はトリム

鋼製ドア
面取り付け

鋼製ドア

木製ドア
2.3mmドリル
パイロット深さ 25mm

#25ドリル＋#10-24タップ
M5用ドリル＋タップ 

6.3mmドリル(デバイス側）
10.3mmドリル（トリム側）

10.3mm ドリル貫通

木製ドア

デバイスの錠前側が固定され、ヒン　
ジ側のデバイスの水平が確認できたら
取り付け穴を開けます。

鋼製ドア
#25ドリル＋#10-24タップ
M5用ドリル＋タップ 

エンドキャップブラケット - 2穴
面取り付け

木製ドア
2.3mmドリル
パイロット深さ 25mm 10.3mmドリル　貫通　

6.4mmドリル(デバイス側)

10.3mmドリル(トリム側　

鋼製ドア

木製ドア

セックスボルト

   内部　

　外部

RHR LHR

RHRを示す(LHRは逆)

ボトムストライク
#25ドリル＋#10-24タップ
M5用ドリル＋タップ 

　(直径　
15.9mm)
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E

図のように、床仕上げ又は沓ズリから1006mmのドアの内側
面に水平中心線を付けます。 （トリムが使用されている場合
は、水平中心線をドアの外側の面にも付けます)

1. ストライクのテンプレー
トを折り畳んでドアストッ
プとドアの内側に配置しま
す。テンプレートの垂直中心
線は戸当たりとドアの垂直中
心線と並行です。

2. 戸当たりとドア面にテンプ
レートを貼り付けます。

3. テンプレートの表示通り、
中心線とドリル/タップ穴の
印をつけます。 ドリル/タッ
プ、および切り欠きの情報に
ついては、4ページの「ドア
の準備表」を参照してくださ
い。

トップストライクとシムの取付

各スロットにネジを取り付けます。

水平の中心線を引く 図の様にテンプレートをドアに当て
印を付ける2

X

X
垂直中心線X-Xに水平中心線の上下に印を付けます。（ト
リムを使用している場合は、ドアの外側面に同じバック
セット寸法を使用して、錠前側の垂直中心線に印をつけま
す）。
注意：ドアの端から同じ寸法の両側に垂直な中心線があり
ます。 ドアの先端がベベルで斜めの場合は、特に注意して
ください。 X-X垂直中心線がドアの先端に平行であること
を確認してください。

ヒンジ側
CL

床仕上げ又は
沓ズリより
1006mm

CL

1

3

CL

CL

CL

4

CL

シム

106ストライク

ストライクネジ

215ストライク

ストライクネジ

RHR示します 
(LHRは逆）　

シム

108ストライク

ストライクネジ
E

トップとボトムのテンプレート
を中心線に整列、
ドアの切り欠き準備をします
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外し工具
5/64"六角レンチ

ボトムストライクの取付

1.取付の為に床にの印を付け、ストライクと付属のネジ等のタイプに応じて準備
します。 ボルトと床に隙間を設けてください。

2.沓ズリに取付る場合：ストライクとネジのタイプに応じて、穴を開けてください。

5

プルマンラッチ

6

NLドライブネジ

NLドライブネジは工場にてセンターケースの裏側のカムに
組み込まれています.　NLドライブネジがセンターケースに
残されている場合、外側シリンダはナイトラッチ（常時施
錠）としてのみ機能します。

NOTE:     1.プルプレートまたはナットラッチシリンダー付きの
エスカッチョンを使用する場合、NLドライブネジ
は外さないでください。

2. 機能レバー、ノブ、またはサムピースを備えたトリム
と外側のシリンダーを取り付け、トリムを施錠または
解錠する場合は、NLドライブネジをセンターケース
の背面から取り外します。

NLドライブスクリューの使用を決定

カム

ラウンド　ボトムラッチ

E E

224ストライク 227ストライク 225ストライク 226ストライク

O

N
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トリム（もし使う場合）とデバイスのセンターケースをドアに取り付ける

1.
2.

を切断します

トリム付きのデバイス - 「トリム手順」を参照してください。
シリンダーのみ - 図示のシリンダーバックプレートをシリンダーに取り付けます。 テール
ピースがドアの内側の面から12.7mm伸びていることを確認します。 テールピースをセンター
ケースのカムに挿入し、センターケースのネジ4本でドアに取り付けます。

3. 出口専用 - センターケースを4本のセンターケースのネジでドアに取り付けます。

センター
ケースネジ

ドアの幅に対しデバイスが長すぎる場
合、隙間38.1mmの最小（エンドキャッ
プを外した状態）を取ります。11ペー
ジの「デバイスの切断」を参照してくだ
さい。

トリム
(オプション)

必要に応じテイルピース

シリンダーネジ

シリンダー
バックプレート

12.7mm

　C

7

8

2. カバープレートを挿入し、ガタ付き防止クリップ
を所定の位置にスライドさせ（端から50mm以
上）、エンドキャップを2本のエンドキャップネジ
で取り付けます。

エンドキャップ
ネジ

エンドキャップ
エンドキャップ
ブラケット

デバイスを水平にします

取付用ブラケットとエンドキャップを取り付ける

エンドキャップ
ネジ J

1. カバープレートを取り外し、エンドキャップブラ
ケットをプッシュバーアセンブリに差し込みま
す。 デバイスの水平を取ります。ブラケット取付
ネジの2つの穴の印をします。 エンドキャップブ
ラケットをネジでドアに固定します。

50mm 最小

カバープレート

ガタ防止クリップ
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9 トップラッチとロッドの取付

1.

2.

図 1

2本のネジ（セックスボルト）で上部ラッチを取
り付けます。 デバイスが拘束されることなく

ラッチされるようにストライクを調整します。
図1を参照

図2に示すように、ロッドの長さを決定します。 
　必要に応じロッドの端部を切断しタップをし
てください。 10ページの「トップロッド / 延長
トップロッドの切断」を参照してください。

トップラッ
チ

ラッチネ
ジ

セックスボル
ト

3. コネクティングネジをコネクティングバーの丸穴に通しロッドに
ねじ込み緩めます。　図３参照

切断の長
さ

実際
のド
ア開口高 

F

H

図 2 図 3

注：コネクティングネジ
を締める前に、コネクティン
グバーのノッチをロッドのタ
ブと合わせてください。

コネクティングネ
ジ

コネクティ
ングバー

ロッ
ド

ロッ
ド

コネクティング
バー

コネクティン
グネ

ジ

ノッチ
タブ

F

4. ロッドとスリーブを組み立てます。 コネクティンバーの
最初の穴がリトラクターの１番目の穴と一直線になるように
トップラッチにねじ込み、サイドのネジを締めます。

スリーブ
トップ
ラッチ

サイドネジ

二番目のネジ　

コネクティング
バー
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10トップラッチのホールドバックとデッドロック確認

2. 完全に出切ったラッチボルトはデッドロック状態に
あるはずです。この場合デッドロック状態のラッチボルト
をラッチハウジングに押し込むことはできません。
デッドロック状態にならない場合、ネジを緩め、ストライク
位置を調整します。

ドア閉 ドア開

1. プッシュバーを押すと、ラッチボルトが引き込まれドア
は開きます。 ラッチボルトは引っ込んだままになり、
デバイスはホールドバック（保持）の状態になります。
この保持がない場合は、ドライバーでリトラクターの上の
ネジを調整します。

調整ネジ 

11２個のサイドネジの固定

コネクティングバーの2番目の穴に２個のサイドネジ
を両側からリトラクタの第2の穴に通し、締めます。

４個のサイドネジ
を締めます。　

２番目の
サイドネジ

コネクティング
バー

L
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E

3. 調整が完了したら、ストライクの穴に3番目
　のねじを取付けて締めます。

3番目ストライクネジ

3番目ストライクネジ

E

ストライクネジ

E

12 ボトムラッチとロッドの取付

1. 2本のネジ（セックスボルト）で下部ラッチを取り付け
ます.

2. コネクティングバーの丸い穴にコネクティングネジを
    通し、ボトムロッドにねじ込み締めます。 スリーブを

ロッドに組み込み、ボトムラッチのスタッドにボト
ム・ロッドをねじ込み、コネクティング・バーの最初
の穴がリトラクターの最初の穴にくるようにし、サイ
ドネジを締めます。

（LBR「下部ロッドなし」デバイスの場合、下部のラッチとロッド
  の準備が省略されます）

サイドネジコネクティングバー

スリーブ

ロッド

ラッチネジ

ボトムラッチ

セックスボルト

F

サイド
ネジ

リトラクラー

二番穴

一番穴

L

H
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D

I

13 ドアを開いたままボトムロッド 14
 を調整します

（トップラッチは引き込み状態）

1. プッシュバーを押して、デバイスをホールドバック
の状態にします。 ボトムラッチボルトはボトムストラ
イクに当たらないようにドライバ等でリトラクターを調
整し、必要に応じてロッドを再調整します。

2. 調整完了後、2個のサイドネジを固定します。 ドア
を数回開閉し、ドアが閉じた時、ロック状態になったか
を確認します。

ロッドガイドとカバーを取り付け

ロッドガイドをラッチとセンターケースの中間に配置
します。 印を付け、ドリル / タップをして、2本のネ
ジでロッドガイドを固定します。

ドア閉 ドア開

カバー

カバーネジ

ラッチカバーネジ
ラッチカバー

ロッドガイド
ロッドガイドネジ

プッシュバーか
ら保護フィルム
を取り除きます

ラッチとセンター
ケースの中間点に
ロッドガイドを取
り付けてくださ
い。
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図のように完成した床から
101.6mm～152.4mmの間でドア
の端にファイヤーボルトを取り付
けます。 ドリル4穴とTタップ
（＃8-32）。

注：ボトムロッド（LBR）を使用しないアプリケーションの場合、ファイヤーボルトを使用する必要があります。

ファイヤーボルト

ファイアーボルトの取付

101.6mm～
152.4mm　

ステップ1：ロッドの平らな面を確認し、ロッドを切
断する量を測定する。
注：2,133mmより短いドアの場合、ロッドの切断が
必要です。

2本のロッドをしっかりと接続するためにロッド延長部
とスプリングワッシャを取り付けます。

ロッドエクステンシン

スプリングワッシャー
　

トップロッドの切断
ロッドの平らな側から
切断します

トップロッドの繋ぎ延長

トップロッドの切断 / トップロッドの繋ぎ延長

トップロッドの長さ
仕様

ドア高
2133mm

ドア高
2438mm

ドア高
 2743mm

切断する長さ

実際のドア
開口高さ　

トップロッド
の長さ

916mm

1221mm

605mm

1221mm
Step 2: タップ#1/4-20 ; 深さ25mm

　#8-32 タップ
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デバイスのカット (必要に応じて)

ドア枠とデバイスの間の推奨最小ク
リアランス（エンドキャップを外し
た状態）は38.1mmです。

ヒンジ側

2.デバイスを切断します。
注：エンドキャップを正しく取り付ける
為に、デバイスを直角に切断する必要が
あります。

センターケースを取り付け穴
に合わせてください。

エンドキャップ

1.ガタつき防止クリップを外した状態で、テープ印の部分を切断します。

ガタつき防止
クリップを外
します テープ

切断線
カバープレート（プッシュ
バーの面に合わせます）

オプション・ドッギング

ドッギングのチェック

プッシュバーを押し込み、フラット/六角レンチを１回転
回すか、ドッグチェックのためにキーを1回転します。

ワッシャー

シリンダーロックナット

カバープレートをメカニズムケースの所定の位置にスライド
させます。

カムをヒンジ側に向けて、シリン
ダーをカバープレートに取り付け
ます。

見上げ

シリンダー・ドッギング

ヒンジ側

シリンダー

カバープレート

シリンダー
位置決め

カム

シリンダードギング

フラット/六角レンチ
ドッギング
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